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医療情報解析データから見た自己血輸血の現状と妥当性の評価

山田 尚友１） 山田麻里江１） 久保田 寧１）２） 出 勝２） 木村 晋也２）

東谷 孝徳１） 末岡榮三朗１）２）

当院においては待機的手術例に対して自己血輸血を推進してきたが，自己血輸血件数は 2年前より急激に減少し
てきている．2003 年から 10 年間の自己血輸血の状況をその他の医療情報データを含めて解析した．自己血採血件数
は，2003 年の 767 件をピークに，その後徐々に減少し 2012 年には 159 件と 5分の 1に減少していた．診療科別自己
血採血本数は整形外科が最も多く，また整形外科における自己血採血の減少と病院全体の自己血採血本数の減少傾
向がほぼ一致していた．整形外科の手術件数は，2008 年 811 件から 2012 年 1,027 件と年々増加しており，手術症例
の多数を占める人工関節置換術における出血量は，2008 年に比べ，2012 年の方がやや多い傾向にある．一方で，手
術数に対して同種赤血球濃厚液を輸血した症例数は 84 名（10.3％）から 110 名（10.7％）と若干の増加にとどまり，
自己血輸血の減少分が同種血輸血の増加に直結していないと考えられる．全術式における平均出血量は約 210ml
（2012 年）であり，400ml 未満の出血量を示した患者の割合は 86％を占めていた．この結果は無輸血で対応できた
例が多数を占めていたことを示している．以上，当院における自己血輸血量の減少は，自己血輸血の推進体制の不
備によるものではなく適切な輸血準備量に近づいた結果であることが考えられる．このような院内輸血の現状と臨
床背景の評価は，適切な輸血医療の実施状況の評価につながるため有用と考えられる．
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はじめに
核酸増幅検査導入により同種血輸血の安全性は格段

に向上している．しかし，肝炎ウイルスの感染や未知
の感染症の可能性，妊娠や輸血によって産生された様々
な抗体による発熱，蕁麻疹などの輸血関連副作用を考
慮すると，ある程度の出血が予想される待機的手術は
可能な限り自己血輸血を考慮すべきとされている１）～３）．
しかしながら，自己血輸血の実施状況は各国間におい
て違いがあり，ヨーロッパにおける実態調査では同種
血輸血に対して自己血輸血の占める割合は0.1％未満か
ら 7.8％までさまざまであった４）．この背景にはそれぞ
れの国の医療事情に加えて，自己血輸血の費用対効果
に対する考え方の違いも影響していると考えられてい
る．当院においても待機的手術例に対して自己血輸血
の実施を推進してきたが，2年前より自己血輸血が急激
に減少してきている．手術方法や対象疾患群の変化が
背景にあると思われ，その原因について解析を行った
ので報告する．

対 象
2003 年 1 月から 2012 年 12月までの自己血採血本数

および輸血実施件数の推移を解析した．また診療科別
自己血採血状況と手術件数，手術内容および同種赤血
球製剤の使用量などについて調査し，当院の自己血輸
血の現状について解析を行った．

結 果
1）自己血採血本数と輸血本数の推移
2003 年 1 月から 2012 年 12月における自己血採血本

数，輸血本数と貯血人数の推移をグラフに示す．自己
血採血本数は，2003 年に 767 件，2004 年から 2010 年
までの間は 528 件から 401 件と徐々に減少し，2012
年には 159 件と 2003 年の 5分の 1に減少していた．自
己血の採血本数に対しての使用率は，2007年を除き90％
以上で推移していた（Fig. 1）．

2）診療科別自己血採血本数の推移
年ごとの診療科別自己血採血本数は，整形外科が最

も多く，整形外科の減少と病院全体の減少傾向がほぼ
一致していた（Fig. 2）．一方，泌尿器科，産婦人科およ
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Fig.　1　Trends in the annual number of autologous blood transfusions; (●) number of 
blood collections, ( ■■ ) number of blood transfusions, (△) number of patients.

Fig.　2　Trends in the annual number of autologous blood collections in 
each clinical department; (●) Orthopedic Surgery, ( ■■ ) Gynecology & Ob-
stetrics, (△) Cardiovascular surgery, (□) Dentistry & oral surgery, (◆◆) 
Urology, (○) Others.

び口腔外科などの診療科における自己血採血本数は，
大きな変化はなく推移していた（Fig. 2）．整形外科にお
ける 200ml 貯血の本数および全貯血本数に対する割合
は 20�294（6.8％），4�284（1.4％），8�266（3.0％），0�
68（0％），3�34（8.8％）で推移していた．

3）整形外科の手術状況の変化
次に，整形外科の手術症例の解析を行った．まず総

手術数は，2008 年 811 件から 2012 年 1,027 件と年々増
加していた（Fig. 3）．一方で術式および疾患群を 2008
年と 2012 年で比較すると，2008 年では人工関節置換術
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Fig.　3　Trends in the annual number of orthopedic sur-
geries.

Fig.　4　Comparison of the number of surgical procedures in orthopedic surgery between 2008 
(■) and 2012 (■).

（膝および股関節）とそれに伴う骨移植術がほとんどで
あるのに対し，椎弓切除術や半月板切除術など年間 50
例以下の術式（Fig. 4 の Others）は 2008 年 13 術式か
ら 2012 年 32 術式となり手術件数も増加した（Fig. 4）．
さらに人工関節置換術における出血量を2008年と 2012
年で比較すると，有意差はないものの 2012 年の方がや
や多い傾向にある（Fig. 5）．

4）整形外科手術における輸血内容の検討
2008 年と 2012年の整形外科手術における赤血球製剤

を輸血した患者数は，2008 年が 301 名，2012 年は 142
名と半分以下に減少しており，特に自己血輸血実施症
例は，2008 年の 217 名から 2012 年では 32 名と約 85％

の減少が認められている．一方で，同種赤血球濃厚液
を輸血した症例数は 84 名（10.3％）から 110 名（10.7％）
と若干の増加にとどまっていた（Table 1）．

5）整形外科医の意識調査
統計処理後，整形外科医に自己血採血依頼件数の減

少理由について考えられるものを以下の項目から選ん
で回答するよう依頼した．1．自己血貯血のためのオー
ダーが面倒である．2．自己血貯血オーダー枠が少ない．
3．輸血を必要とするような術式が減少した．4．手術
あたりの出血量が減少した．5．医師の自己血輸血の必
要性に対する認識が変化した．6．その他（自由記載）．
結果は整形外科医の多数意見として，「以前は人工股関
節置換術と骨切り術のほぼ全例に自己血輸血を実施し
ていたが，現在では再置換術症例や肝硬変合併例など
の出血リスクの高い患者と，1回の入院で両側の手術を
行う患者に限定している．また最近は 1回の入院で両
側の手術をする患者が少なくなったことが，自己血輸
血の減少につながっていると考えている」との回答で
あった．

考 察
当院の自己血採血本数は，待機手術に対する自己血

輸血の重要性が臨床現場に浸透した2003年をピークに，
その後徐々に減少し2011年からさらに急激に減少した．
2012 年にはピーク時の約 5分の 1まで採血本数が減少
しており，輸血の安全性からの自己血輸血の推進とい
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Fig.　5　Comparison of average amount of bleeding between 2008 (■) and 2012 (■) 
in orthopedic surgical procedures.

Table　1　Data of surgeries and blood transfusion at the Department of Orthopedic 
Surgery in Saga University Hospital

Year 2008 2012

Total cases of surgery 811 1,027
Number of patients who received allogeneic red blood cell transfusion  84   110
Mean units of allogeneic red blood cell transfusion per patient   3.4     3.3
Number of patients who received autologous red blood cell transfusion 217    32
Mean units of autologous red blood cell transfusion per patient   2.6     2.1
Total number of transfused patients 301   142
Proportion of transfused patients (%)  37.1    13.8
Mean units of transfused red blood cells   2.8     3.1

う観点からは，理由を明らかにする必要があると考え
られた．検討事項として，（1）自己血貯血の手続きや
術前の外来通院の負担が自己血輸血割合の減少や同種
血輸血の増加傾向へ与える影響，（2）自己血外来にお
ける採血枠制限による採取機会への影響，（3）侵襲的
手術の減少と輸血要求性手術の比率低下との関係，（4）
自己血輸血の減少をもたらす原因と，その医学および
医療面での妥当性，などである．少なくとも整形外科
医へのアンケート調査からは（1）および（2）の影響
は少ないと考えられた．（3）については臨床現場の事
情として，2004 年頃から心臓血管外科では，心臓を停
止させることなくバイパス手術を行なうオフポンプ手
術が積極的に行われるようになり，回路に充填する自
己血分が不要となり，自己血輸血が減少していった．
また泌尿器科においては，内視鏡手術ロボット（ダ・

ヴィンチ）が導入され低侵襲の手術が可能になり，2012
年から自己血輸血は減少している．また今回の解析か
ら明らかになった整形外科手術における自己血輸血の
急激な減少については，総手術件数は年々増加してい
るにも関わらず，輸血を必要としないであろうと考え
られる出血量400ml 以下の手術が全体の86％を占める
ことを整形外科医が認識し，自己血貯血の実施を控え
るようになったことが大きいと考えられる．一方で症
例数の多い 5手術における出血量の減少は認められて
おらず，同種血輸血患者数は若干増加している．この
結果は輸血を行う必要のない患者においての自己血貯
血が減少したことを意味している．今後は，出血リス
クの高い患者，および術式ごとの必要貯血量が適正に
判断されているかについて更なる解析が必要と思われ
る．
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さらに，人工関節置換術において自己血から作製し
たフィブリン糊が多く使用されていたが，トロンビン
液が人由来からウシ由来製品に変わり，自己血から作
製したフィブリン糊を使用しなくなったことも自己血
輸血が減少した一因と考えられた．また，整形外科の
患者は半数以上が県外からの受診者であり，自己血採
血のためだけに受診する負担と採血後から帰宅までの
患者管理のリスクを考慮して，担当医が自己血採血を
ためらっている可能性も考えられた．しかし，整形外
科医への意識調査からは，必ずしも採血リスクを回避
するために自己血が減少しているのではないことが判
明している．担当医の自己血に対する意識の変化が重
要な変化であったと考えられる．

結 論
自己血輸血がピーク時の約 10分の 1に減少した現在

の状況は，自己血推進の流れに逆行しているわけでは
なく，むしろ適正な自己血輸血の実施に近づいてきて

いることが考えられる．今回の解析結果をもとに各診
療科や関係部署と情報を共有し，適正な自己血輸血の
実施を推進したいと考える．
著者のCOI 開示：本論文発表内容に関して特に申告なし
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THE PRESENT CONDITION AND EVALUATION OF VALIDITY

OF AUTOLOGOUS BLOOD TRANSFUSION BASED ON

ANALYTICAL DATA OF MEDICAL INFORMATION

Naotomo Yamada１）, Marie Yamada１）, Yasushi Kubota１）２）, Masaru Ide２）,

Shinya Kimura２）, Takanori Higashitani１）and Eisaburo Sueoka１）２）
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Abstract:

The use of autologous blood in elective operation has the advantage of reducing the risk of immunological compli-
cations. Although our transfusion department has been promoting autologous blood transfusions in elective opera-
tions, the number of these transfusions is gradually decreasing. We therefore assessed the present situation and clini-
cal background of autologous and allogeneic transfusions in surgeries during the 10-year period from January 2003
to December 2012 at Saga University Hospital. Over this period, the annual number of autologous blood transfusions
decreased from a peak of 767 cases in 2003 to only 159 cases in 2012. The majority of patients who used autologous
blood received orthopedic surgery, particularly for artificial joint surgery, such as knee and hip joint replacement.
Among all cases of orthopedic surgery, usage of autologous blood decreased from 26.8％ (217�811) in 2003 to 3.1％ (32�
1,027) in 2012. Since the rate of allogeneic blood transfusion in total surgery cases in 2003 (10.3％) was slightly in-
creased compared with those in 2012 (10.7％), the decrease in autologous blood use has likely not led to a subsequent
increase in allogeneic blood use. In addition, average bleeding volume in operations was about 400 ml , which is toler-
able in operation with no red blood cell transfusion. These results suggest that the decrease in autologous blood trans-
fusions was due to the adjustment of transfusion against estimated intraoperative bleeding. To avoid wasteful trans-
fusions and reduce medical costs, more precise analysis of clinical situations for blood transfusion in elective opera-
tions should be conducted.
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autologous blood transfusion, allogeneic blood transfusion, elective operation, fibrin glue

�2014 The Japan Society of Transfusion Medicine and Cell Therapy
Journal Web Site: http:��www.jstmct.or.jp�jstmct�



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /Batang
    /BatangChe
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Dotum
    /DotumChe
    /Edigai-OTF-GoIwata
    /Edigai-OTF-MinIwata
    /Edisys-OTF-Gaiji
    /Edisys-OTF-KAZARI
    /EstrangeloEdessa
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaStd-Bold
    /FuturaStd-BoldOblique
    /FuturaStd-Book
    /FuturaStd-BookOblique
    /FuturaStd-ExtraBold
    /FuturaStd-ExtraBoldOblique
    /FuturaStd-Heavy
    /FuturaStd-HeavyOblique
    /FuturaStd-Light
    /FuturaStd-LightOblique
    /FuturaStd-Medium
    /FuturaStd-MediumOblique
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HelveticaLTStd-Blk
    /HelveticaLTStd-BlkObl
    /HelveticaLTStd-Bold
    /HelveticaLTStd-BoldObl
    /HelveticaLTStd-Light
    /HelveticaLTStd-LightObl
    /HelveticaLTStd-Obl
    /HelveticaLTStd-Roman
    /HGGothicE
    /HGGyoshotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGPGothicE
    /HGPGyoshotai
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGyoshotai
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /Impact
    /Jun101Pro-Light
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /KeplerStd-Black
    /KeplerStd-BlackCnItSubh
    /KeplerStd-BlackCnSubh
    /KeplerStd-BlackIt
    /KeplerStd-Bold
    /KeplerStd-BoldCnItSubh
    /KeplerStd-BoldCnSubh
    /KeplerStd-BoldIt
    /KeplerStd-CnItSubh
    /KeplerStd-CnSubh
    /KeplerStd-Italic
    /KeplerStd-Light
    /KeplerStd-LightCnItSubh
    /KeplerStd-LightCnSubh
    /KeplerStd-LightIt
    /KeplerStd-Medium
    /KeplerStd-MediumCnItSubh
    /KeplerStd-MediumCnSubh
    /KeplerStd-MediumIt
    /KeplerStd-Regular
    /Latha
    /LucidaConsole
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /Myriad-BdWeb
    /Myriad-CnItWeb
    /Myriad-CnWeb
    /Myriad-ItWeb
    /Myriad-Web
    /NSimSun
    /OCRB
    /OptimaLTStd
    /OptimaLTStd-Black
    /OptimaLTStd-BlackItalic
    /OptimaLTStd-Bold
    /OptimaLTStd-BoldItalic
    /OptimaLTStd-DemiBold
    /OptimaLTStd-DemiBoldItalic
    /OptimaLTStd-ExtraBlack
    /OptimaLTStd-Italic
    /OptimaLTStd-Medium
    /OptimaLTStd-MediumItalic
    /OptimaLTStd-XBlackItalic
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PalatinoLTStd-Black
    /PalatinoLTStd-BlackItalic
    /PalatinoLTStd-Bold
    /PalatinoLTStd-BoldItalic
    /PalatinoLTStd-Italic
    /PalatinoLTStd-Light
    /PalatinoLTStd-LightItalic
    /PalatinoLTStd-Medium
    /PalatinoLTStd-MediumItalic
    /PalatinoLTStd-Roman
    /PMingLiU
    /Raavi
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /SymbolStd
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesLTStd-Bold
    /TimesLTStd-BoldItalic
    /TimesLTStd-ExtraBold
    /TimesLTStd-Italic
    /TimesLTStd-Roman
    /TimesLTStd-Semibold
    /TimesLTStd-SemiboldItalic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /UniversLTStd
    /UniversLTStd-Black
    /UniversLTStd-BlackEx
    /UniversLTStd-BlackExObl
    /UniversLTStd-BlackObl
    /UniversLTStd-Bold
    /UniversLTStd-BoldCn
    /UniversLTStd-BoldCnObl
    /UniversLTStd-BoldEx
    /UniversLTStd-BoldExObl
    /UniversLTStd-BoldObl
    /UniversLTStd-Cn
    /UniversLTStd-CnObl
    /UniversLTStd-Ex
    /UniversLTStd-ExObl
    /UniversLTStd-Light
    /UniversLTStd-LightCn
    /UniversLTStd-LightCnObl
    /UniversLTStd-LightObl
    /UniversLTStd-Obl
    /UniversLTStd-XBlack
    /UniversLTStd-XBlackEx
    /UniversLTStd-XBlackExObl
    /UniversLTStd-XBlackObl
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /WarnockPro-Bold
    /WarnockPro-BoldCapt
    /WarnockPro-BoldDisp
    /WarnockPro-BoldIt
    /WarnockPro-BoldItCapt
    /WarnockPro-BoldItDisp
    /WarnockPro-BoldItSubh
    /WarnockPro-BoldSubh
    /WarnockPro-Capt
    /WarnockPro-Disp
    /WarnockPro-It
    /WarnockPro-ItCapt
    /WarnockPro-ItDisp
    /WarnockPro-ItSubh
    /WarnockPro-Light
    /WarnockPro-LightCapt
    /WarnockPro-LightDisp
    /WarnockPro-LightIt
    /WarnockPro-LightItCapt
    /WarnockPro-LightItDisp
    /WarnockPro-LightItSubh
    /WarnockPro-LightSubh
    /WarnockPro-Regular
    /WarnockPro-Semibold
    /WarnockPro-SemiboldCapt
    /WarnockPro-SemiboldDisp
    /WarnockPro-SemiboldIt
    /WarnockPro-SemiboldItCapt
    /WarnockPro-SemiboldItDisp
    /WarnockPro-SemiboldItSubh
    /WarnockPro-SemiboldSubh
    /WarnockPro-Subh
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 150
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b67004f4e768456fe50cf52068fa87387800c4e144e0d5d4c51655b574f5330028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b67005c0f76845f7150cf89e367905ea6ff0c4e264e144e0d5d4c51655b57578b3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with minimum image resolution and no font embedding. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f300130d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f3092884c308f305a3001753b50cf89e350cf5ea6308267004f4e9650306b62913048305f00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /KOR <FEFFcd5cc18c0020d574c0c1b3c40020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558ace00020ae00af340020ae30b2a5c7440020d3ecd568d558c9c00020c54aace000200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD <>
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo true
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed true
    >>
  ]
  /SyntheticBoldness 1.000000
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


